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緒 言

去勢により雄性副性器の機能減退を来たすことは

臨床的にも病理組織学的にも立証されて,いるところ

である.著 者 は山内1),吉 田2),守 屋3)等 の組織学

的研究,高 橋4),八 塚5),木 口6)等 の吸 収生理の研

究等に徴して,精 嚢腺が去勢によつて機能低下を来

たすこと,更 に, MooreT, Mann8)及 び山村9)等 の

研究によつて,精 液中の細胞並びに果糖量の減少が

来されること等より,先 報10)に 続 いて副腎ホルモ

ンの去勢に及ぼす影響を,男 性ホルモン投与による

実験と対比せ しめ,果 糖量及びクエン酸測定によつ

て観察 したので報告する.

第1表　 去 勢 群5日 間 連 続 投 与 実 験 成 績

実 験 材 料 並 び に 実験 方 法

被検動物 として雄性成熟マウスを使用した.

去勢は陰嚢切開によつて工ーテル麻酔下に行ない,

去勢術後2週 間放 置 して後,先 報と同様にTesto

aberone propionate, ACTH, Cortisoneを 投与して

果糖量及びクエン酸量を測定 した.薬 剤投与量及び

測定方法はすべて先報と全 く同様に実施 した.

実 験 成 績

1. 5日 間連続投与群における実験成績

去勢2週 後のマウスに対 して5日 間連続して薬剤

投与した後,精 嚢腺重量,果 糖濃度,ク エン酸濃度

を測定せる結果を第1表 に示す.
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第1図　 Testosterone propionate b5日 間 投 与 群1) Testosterone propionate投 与 群

精 嚢 腺 重 量 は,投 与 前 で は18.5～31.2mg平 均

23.8mgを 示 し,正 常 群 に お け る 実 験結 果 と比 較

して 約1/2に 減 少 して い るこ とが 認 め られ た.投 与

後 は46.3～60.2mg平 均54.3mgを 示 し,投 与 前

に比 して15.1～41.7mg平 均30.5mgの 増 加 を 示

し,ほ ぼ 正常 値 に回 復 す る こ とを認 めた.

果 糖濃 度 は 投 与 前 で は44～105mg(組 織100g

中),投 与 後 は258～345mg平 均302mgを 示 し,

投 与 前 に比 して173～277mg平 均231mgの 増 加 を

示 した.こ れ を先 報 の 正常 群 と比 較 す るに約1/4の

減少 が投 与前 値 と して 示 され,去 勢 後 の果 糖 量の 減

少 が 著 明 に認 め られ た.ク エ ン酸 量 は,投 与 前 で は

最 高10mg,最 低2mgに 過 ぎず,正 常 群 に比 して

約1/10以 上 の 減少 で,去 勢 に よ り クエ ン酸 の影 響

が 顕 著 で あつ た.投 与 後 は63～86mg平 均71.8mg

を示 し,投 与 前 と比 較 して53～84mg平 均66.2mg

の 増 加 で あつ た.

以 上 の結 果 を図 示 す れ ば 第1図 に示 す通 りで,精

嚢 腺 重 量,果 糖 量,ク エ ン酸 量 の投 与 後 の 増 加 量 は

そ れ ぞ れ投 与 前 に比 して128%, 325%, 1182%で,

 Testosterone propionate投 与 に よ る去 勢 後 の 回 復

が顕 著 で あ るこ とを 認 め た.

2) ACTH投 与 群

精 嚢 腺 重 量 は,投 与 前 て は8.9～21.3mg平 均

12.9mgを 示 し,投 与 後 では10.5～23.4mg平 均

14.7mgで,投 与 前 に 比 し て0.4～2.9mg平 均

1.8mgの 増 加 で, ACTH投 与 で は この 場 合 増 加 の

傾 向 を示 す と は云 え,顕 著 な結 果 で はな か つ た.

果 糖 濃 度 は,投 与 前 で は43～63mg平 均51.4mg

を 示 し,投 与 後 は40～60mg平 均51.6mgで 投 与

前 に比 して, 5例 中3例 は減 少(2mg及 び3mg)

を 示 し,平 均 値 で は0.2mgの 増 加 で あ つ た.増 加

せ る もの の 中,最 高 値 は7mgに 過 ぎず, ACTH投

与 に よ り影 響 は殆 ん ど ない もの と思 わ れ る.

ク エ ン 酸 濃 度 は,投 与 前 で は3～11mg平 均

6.6mg,投 与 後 は5～10mg平 均7.6mgを 示 し,

投 与 前 に比 して, 5例 中1例 は 減 少(3mg)を 示

したが平均1mgの 増加を示 し,果 糖濃度と同様に

殆んど変化は認められなかつた.

以上の結果を図示すれば第2図 に示す通りで,そ

れぞれの増加率は14%, 4%, 15%で あつた.こ れ

を正常群と比較するに,増 加率では正常値を越える

率を示 したことは, ACTH投 与 による影 響を示し

たものと考えられよう.

又,Testosterone propionate投 与群と比較するに,

その増加率はそれぞれTestosteroneの10～80分 の

1に 過ぎず, ACTH投 与 によ るこれに対する影響

は極めて軽微であると云い得 られる.
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第2図　 ACTH 5日 間連続投与群 第3図　 Cortisone 5日 間 連 続投 与 群

第2表　 去 勢 群10日 間 連 続 投 与 実 験 成 績
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3) Cortisone投 与 群

精 嚢 腺 重 量 は,投 与 前 で は8.9～20.1mg平 均

15.2mgを 示 し,投 与 後 は10.4～20.4mg平 均

14.8mgで,投 与前 に比 較 して, 5例 中2例 は減 少

(1.9mg, 4.3mg)を 示 し た が,残 り の3例 は

0.8～2.0mg程 度 の 増 加 で,平 均 値 に お い て は

0.4mgを 示 した.

果 糖 濃 度 は,投 与 前 で は45～81mg平 均62.4mg

を 示 し,投 与 後 は54馬93mg平 均68mgで 投 与 前

に比 して, 5例 中1例 は 減少(6mg)を 認 めた が,

平 均 値 に お い て は5.6mgの 増 加 を 示 し, ACTH

投 与群 に比 して も増 加量 の 増 大 を示 した.

ク エ ン 酸 濃 度 は,投 与 前 で は4～12mg平 均

7.6mg,投 与後 は6～10mg平 均7.8mgを 示 し,

投 与前 に比 して, 5例 中1例 は 減少(2mg)を 認 め

た が平 均 値 で は0.2mgの 増 加 を 認 め た.

以上 の結 果 を図 示 す れ ば第3図 の 通 りで,増 加 率

は そ れ ぞれ,精 嚢 腺 で は減 少 を示 し,果 糖 量で は9

%,ク エ ン酸 量 で は3%の 増 加 で, ACTH群 に 比

較 して 更 に そ の 増加 率 は減 少 を 示 した.こ の 傾 向 は

正 常 群 にお い て もほ ぼ同 様 に 認 め られ た こ とで,こ

れ は皮 質 ホ ル モ ンの 種 類 に よ つ て,そ の 作 用 機 序 が

異 な るた め と考 え られ る.

2. 10日 間 連 続 投 与 群 に お け る実 験 成 績

投 与 量の 増 加 によ る影響 を観 察 せ ん が た め に,同

一 量 を10日 間 連 続投 与 した場 合 の 実験 成 績 は 第2表

に示 す 通 りで あ る.

1) Testosterone propionate投 与 群

精 嚢腺 重 量 は,投 与前 で は13.5～21.4mg平 均

18mgを 示 し,投 与 後 で は48.2～78.6mg平 均

63.2mgで,投 与 前 に 比 して32.1～57.2mg平 均

45.2mgの 増 加 で, 5日 間 投 与 群 に比 較 して 精 嚢 腺

重 量 は投 与 量 の増 加 につ れ て 増 加 す る もの と考 え ら

れ る.

果 糖 濃 度 は,投 与前 で は68～85mg平 均76.4mg,

投 与 後 で は368～423mg平 均394.6mgを 示 し,

投 与 前 に 比 して300～339mg平 均318.2mgで 全

例 が300mg以 上 の 増 加 を示 し,明 らか な るTesto

steroneの 影 響 を観 察 す る ことが 出来 た.

第4図　 Testosterone propionate 10日 間 投 与 群

ク エ ン 酸 濃 度 は,投 与 前 で は6～12mg平 均

8.4mgを 示 し,投 与 後 で は78～103mg平 均

91.2mgを 示 し,投 与 前 に 比 較 して66～96ｍg平

均82.8mgの 増 加 で あ り,果 糖 と 同 様 にTesto

steroneに よつ て 顕 著 な クエ ン酸 の増 加 を認 め た.

以上の結果を図示すれば第4図 の如 くで,増 加率

はそれぞれ251%, 417%, 986%で,正 常群 に比し

て明 らかに去勢後の増加が著明で,投 与後は正常値

に回復することを明確に認め,更 に, 5日 間投与群
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に 比 較 して もTestoeteroneの 投 与 量 の増 加 に つ れ

て そ れ ぞれ 増 加 した .こ の 中,ク エ ン酸量 の み や や

低 値 で あつ た.

第5図　 ATCH 10日 間 連 続投 与群
第6図　 Cortisone 10日 間 連 続 投 与 群

2) ACTH投 与 群

精 嚢 腺 重 量 は,投 与 前 で は9.5～18.4mg平 均

12.71ngを 示 し,投 与 後 で は15 .1～22.5mg平 均

17.7mgで,投 与 前 に 比 較 して3 .3～7.6mg平 均

5.0mgの 増 加 で, 5日 間 投 与 群 に比 して 明 らか に

3倍 近 くの 増 加 を 認 め た.し か しなが らTesto

ateroneに 比 して は約1/10に 過 ぎな か つ た
.

果 糖 濃度 は,投 与 前 で は38～48mg平 均42.4mg

を示 し,投 与 後 は40～51mg平 均43.8mgで 投 与

前 に 比 して, 5例 中1例 は減 少(6mg)を 示 した が

平 均 値 で は1.4mgの 増 加 を 示 した に過 ぎな か つ た.

ク エ ン 酸 濃 度 は,投 与 前 で は6～12mg平 均

9mgを 示 し,投 与 後 で は10～13mg平 均11 .6mg

で 投 与 前 に比 して5例 中1例 は減 少(2mg)を 認 め

た が平 均 値 で は2.6mgの 増 加 で あ つ た.

以 上 の結 果 を図 示 す れ ば第5図 の よ うに な り,増

加 率 は それ ぞ れ40%, 3%, 2955で, 5日 間投 与群

に比 して 果 糖 量 は減 少 を示 した が他 は 何 れ も増 加 し,

又,正 常 群 と比 較 し て も同様 に増 加 し, ACTH投

与の 影 響 はTestosterone propionate投 与 群 に比 し

て 軽 度 とは 云 え 明 らか な 増 加 を 認 め た,即 ち,

 Testoeterone propinnateの10～100分 の1で あ り,

各 投 与 前後 を比 較 して も投 与 後 減 少 を示 す もの2例

に過 ぎず, ACTHの 影 響 は 軽 度 の 果 糖 量,ク エ ン

酸 の 増 加 と して 現 わ れ た.

3) Cortisone投 与 群

精 嚢 腺 重 量 は,投 与前 で は8.8～14.5mg平 均

11.3mgを 示 し,投 与 後 で は8.9～13.8mg平 均

11.2mgを 示 し,投 与前 に比 して5例 中3例 は軽 度

の 減少(0.4～1.6mg)を 示 し,平 均 値 に おい て も

0.1mgの 減少 を 認 め た. 5日 間 投 与群 で も減少 を

認 め たが10日 間投 与で も同 様 な結 果 を認 めた た め,

 Cortisone投 与 は精 嚢 腺 重 量 に 変 化 を与 えな い もの

と考 え られ る.
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果 糖 濃度 は,投 与前 で は48～74mg平 均61.4mg,

投 与 後 は53～861ng平 均69.8mgを 示 し,投 与 前

に比 して5～12mg平 均8.4mgの 増 加 で, 5日 間 投

与 群 に比 して も明 らか な 増 加 を示 し, Testosterone

 propionateに 比 較 して は約1/30に 週 ぎず, ACTH

投 与 群 よ り も増 加 は著 明で あつ た.ク エ ン酸 濃度 は,

投 与 前 で は5～9mg平 均7.4mg,投 与 後 は6～

12mg平 均9mgを 示 し,投 与前 に比 して , 5例 中1

例 は減 少(1mg)を 示 した が平 均値 で は1.6mgの

増 加 で, ACTH投 与 群 とは ほ ぼ 同 様 の 変 化 を認 め,

正常 群 よ りは増 加 を 認 め た.

以 上 の 結果 を図 示 す れ ば 第6図 に 示 す通 りで,増

加 率 は そ れぞ れ 果 糖 量 で は14%,ク エ ン酸 量で は22

%の 増 加 を認 めた が,精 嚢 腺 重 量 の み 減少 を認 め た.

即 ち,薬 剤 の 投与 量の 増 加 に つ れて 各 測 定値 は 明 ら

か に増 大 し,ほ ぼ比 例 す るが,薬 剤 の 種 類 に よ つて

各 測 定値 が異 な る こ とは,薬 剤 の 作 用 機 序 の異 な る

た め と考 え られ る.

総 括 並 び に 考 按.

各 種 の ホル モ ン剤 を生 体 内 に投 与 すれ ば, Target

organに 各 種 の 形 態 学 的 変 化 を起 さ しめ る こと は色

々 の 動物 実 験 に よつ て確 め られて い る.著 者 は先報

に お いて 精 嚢 腺 中 に お いて 糖 分解 酵素 並 び に燐 酸 酵

素 の 存 在 が 果 糖並 び に ク エ ン酸産 生 に対 して 大 きな

影 響 を 与 えて い る こ とを述 べ たが,こ の 中,燐 酸酵

素 に関 して は, Atkinson11)は マ ウス を 去 勢 して エ

ス 卜ロ ジエ ンを注 射 す る と子 宮 筋,腺 並 び に 上皮 細

胞 中 に アル カ リ一Phoephataseが 増 加 し,特 に子

宮 腺 及 び上 皮 細 胞 内 での 活 性 が 増 強 す る こと を述 べ,

更 に,去 勢 動物 の 子 宮 に み られ た この 現 象 を リピ ッ

ドの 消 失,グ リコー ゲ ンの 増 加,蛋 白 合成 の増 加 等

に 関 連 せ しめて い る. Gutmans12), Huggins13)等 は

雄 性 性 器 に つ いて,去 勢 は少 な くと も性 器 の 一 部 に

お け るPhosphataseの 活 性 を 減 少 又 は 消失 させ る

が, Androgenのreplacement therapyに よ りこれ

を回 復 せ しめ 得 る と 述 べて い る.更 に, Bern14)は

去 勢 に よ り消 失 す るphosphataseは 精 管,精 嚢 腺 及

び 前立 腺 の間 質 中の活 性 の一 部 で,精 管 や精 嚢 腺 上

皮 細 胞 下 の ア ル カ リ一phosphataseや 睾 丸 に は比

較 的影 響 され な いandrogenと 無 関 係 な もの が あ り,

去 勢 に よ つて も消失 しない こ とを 報告 した.

又,果 糖 の 代 謝 に 関 して解 糖 サ イ クル が作 用 して

い る こと は明 らか で あ るが,同 時 にTCAサ イ クル

も関 与 して お り,一 般 に性 ホル モ ンに よ つ て これ ら

サイクルの代謝が活溌化することが知られている.

糖質代謝に対する去勢の影響については, Lariz

za15)は モルモ ットについて男 性 ホルモンが大量で

てない場合は肝のみならず筋肉,心 臓,腎 臓等の組

織グルコーゲン量を増加せ しめると述べ,又,副 腎

皮質ホルモンについては多 くの報告は皮質ホルモン

に糖代謝経過に直接関与するよりも蛋白異化を促進

せしめて間接的に糖新生を促進するものとしている

が,そ の詳細については不明な点が多 く,又,末 梢

組織における糖利用の抑制について も未だ一定の見

解をみず,皮 質ホルモンの作用機序の複雑性を示し

ている. Mann等 も精液果糖並びにクエン酸産生に

対する副腎皮質ホルモンの興味あることを述べてい

るが,著者は以上述べた如 く,精嚢腺が脳下垂体一副

腎一睾丸系に依存 し,そ の生理機能が去勢によつて

著しく減弱 し, Testosterone等 男性ホルモン投与に

よつて著明なぞ回復を来たす点,更 に精液中には果

糖,ク エン酸等が多量に存在 し,こ れらの代謝に影

響を及ぼす各種酵素系が去勢或いは性ホルモン等に

よつて活性が増強又は減弱化する点を考慮して,副

腎皮質ホルモ ンのこれらの代謝に及ぼす効果を果糖

量及びクエン酸量を測定 し,一 般に雄性性器の機能

検査として使用されている精嚢腺重量及び果糖一ク

エン酸試験について実験を試みたのであるが,前 記

の如き成績を得た.こ れを総括するに,去 勢によつ

て精嚢腺重量及び果糖濃度が減少 することは山村9)

の述べた通りで,実 験結果より正常群の実験成績を

基準にすると, 1/2～1/4の 重量減少が去勢後の精嚢

腺について認められた.山 村は去勢後2週 における

精嚢腺重量は8～16mg,果 糖濃度は39～80mgと

報告 しているが,著 者の場合では精嚢腺重量は8.8

～26 .3mg,果 糖濃度は38～105mgの 間に存在し,
り

ほぼ類似の結果を得た.こ のように果糖濃度及び精

嚢腺重量は著明な減少を認めたが,ク エン酸濃度で

も同様に,去 勢後は2～12mgの 間に存在し,正 常

群のそれに比較して1/50以 下の減 少を示 し,ほ ぼ

果糖 量の 減少 に平行 的 に減少することを認め,

 Humphrey16)等 の報告に一致 した.こ れら去勢マウ

スにTestosteroneを 投与せ る場合は, 5日 間連続

投与せる実験群と10日間連続投与せ る場合の実験群

ではその回復状態は同一でな く,性 ホルモン投与量

の増加につれて回復状態が著明となることを認めた.

即ち,一 般に5日 間連続投与群の1.5倍 以下の増加

を示 したことであ る.更 に, Testosterone proPion

ate投 与群の成績を基 準にしてACTH投 与群では,
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精嚢腺重量,果 糖濃度及びクエン酸濃度共に極めて

軽度の増加を示 したに過ぎず,又,投 与量の増加に

つれて増加率 も平行するがTestosterone　propionate

の増 加率 に比 較す れば10～100分 の1で あつた.

　Cortisoneの 場合 もACTHの 場合 とほぼ同様であ

つたが, ACTH投 与群 とCortisone群 を比較すれ

ば細部においてやや異つた態度を示した点である.

即ち, ACTH投 与群では5日 間 連続投 与で も10日

間連続投与で も共にクエン酸濃度の増加が果糖濃度

の増加より著明で あ るに反 して, Cortisone投 与群

では果糖濃度の増加が著明であつたことである.正

常群においてもこの傾向がやや認められたが,こ れ

はACTHとCortisoneの 作用機序がやや相異する

ために現われたものと推定される.

副腎皮質ホルモンの代謝に及ぼす影響,特 に雄性

性器における糖質,解 糖並びにTCA回 路に及ぼす

作用を報告 したものは殆んど見ず,将 来の研究に期

待するとしても,著 者の実験成績は比較的多い副腎

性器症候群並びに性器疾患の治療に示唆する所ある

ものと考える.

結 語

雄性成熟マウスについて,去 勢後の副腎皮質ホル

モン投与による精液果糖並びにクエン酸の消長につ

いて観察 した結果,次 の成績を得た.

1. 去勢により精嚢腺重量,果 糖量,ク エン酸量

は著明なる低下 を来た したがTestosterone propio

pate投 与により正 常状 態にまで回復 し,そ の回復

は投与量に比例するが如き結果を得た.

2. ACTH及 びCortisone投 与 ではいずれも増

加する傾向を認めたが,そ の増加量は極めて少なく,

これ ら副腎系ホルモ ン投与による精嚢腺及び果糖量,

クエン酸量に及ぼす影響は極めて軽微であることを

知つた.

(擱筆するに当り,御 指導並びに御校閲を賜 りた

る恩師大村順一教授に感謝の意を表す).

本論文の要旨は第47回 日本泌尿器科学会総会にお

いて発表した.
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Report 2. Influences of Male Sexual Hormone and Corical

Hormone on the Activity of Semen in Castrated Mouse
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The influenpes of cortical hormones on the secretory ability of fructose and citric acid 
in semen were investigated with castrated mouse. The experiments were carried out exactly 

the same as stated in repost 1 with castrated mouse.
1. The weight of seminal vesicles and the contents of fructose and citric acid showed 

obviously decreases by the castration, but these were returned to normal and paralleled to 
the amounts of testosterone to be administrated in castrated mouse.

2. The weight of seminal vesicles and the contents of fructose and citric acid were also 
increased by the administration of ACTH and cortisone in castrated mouse, but the effects of 
these hormones were extremely slight comparing with testosterone.


